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税
務
調
査
と
判
決

・
裁
決

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
税
法
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
は
、
判
決
１
０
１
９
７
件
、
裁

決
３
１
３
７
件
が
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
（
平
２４
・
３
・
２１
現
在
）
。

税
理
士
の
日
常
実
務
に
お
い
て

は
、
判
決
や
裁
決
は
関
係
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
た
の
は
、
遠
い
昔
の
こ

と
、
平
成
１５
年
に
国
税
庁
が
、
調
査

担
当
者
の
た
め
の
「
重
要
判
決
情

報
」
の
発
信
を
開
始
し
た
の
を
始
め

と
し
て
、
東
京
国
税
局
の
「
調
査
に

生
か
す
判
決
情
報
」「
調
査
に
生
か
す

裁
決
事
例
等
」
と
い
う
情
報
が
相
次

い
で
発
信
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
税
理

士
に
と
っ
て
も
、
税
務
判
決
や
裁
決

事
例
は
、
税
務
調
査
に
お
い
て
欠
か

せ
な
い
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
し

た
。現

在
、「
重
要
判
決
情
報
」
は
１１

件
、「
判
決
情
報
」
は
２７
件
、「
裁

決

事
例
」
は
１９
件
が
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

�

判
決
速
報

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
税
法
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
、
税
理
士
の
た
め
に
、
税
理
士

の
手
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
、
税
理

士
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
税
法

に
特
化
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。

「
判
決
速
報
」
も
ま
さ
に
、
ユ
ー

ザ
ー
で
あ
る
税
理
士
か
ら
の
要
望
に

よ
っ
て
、
開
示
請
求
が
行
わ
れ
、
Ｔ

Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
財
産
と
し
て
収
録
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

判
決
速
報
は
、
平
成
１８
年
３
月
、

東
京
国
税
局
の
「
調
査
に
生
か
す
判

決
情
報
」で
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
―

判
決
情
報
の
探
し
方
―
局
Ｗ
Ａ
Ｎ

判
例
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
他
―
」
と
し

て
、
初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。こ

こ
で
は
「
今
回
の
『
調
査
に
生

か
す
判
決
情
報
』
は
、
こ
れ
ま
で
の

稿
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
趣
向
で
お

送
り
し
ま
す
。
」
と
い
う
書
き
出
し

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

判
決
情
報
の
活
用
の
ス
ス
メ
と
し

て
、
近
年
、
納
税
者
と
税
務
当
局
と

の
間
で
税
法
の
解
釈
・
適
用
を
め
ぐ

っ
て
見
解
が
対
立
し
、
訴
訟
に
発
展

す
る
と
い
っ
た
事
案
が
増
え
て
い
る

こ
と
、
租
税
訴
訟
を
専
門
に
す
る
弁

護
士
の
増
加
や
税
理
士
が
法
廷
で
陳

述
で
き
る
補
佐
人
制
度
が
設
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
も
、
今
後
租
税
訴
訟
に

対
す
る
関
心
は
更
に
高
ま
る
も
の
と

思
わ
れ
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
に
我
々

（
税
務
職
員
）
を
取
り
巻
く
環
境
が

租
税
訴
訟
を
身
近
な
も
の
と
し
て
捉

え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
我
々
（
税
務
職
員
）
も
こ
れ
ま

で
以
上
に
訴
訟
を
意
識
し
た
対
応
が

必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
う
し

た
点
か
ら
も
、
も
っ
と
判
決
に
対
し

興
味
と
関
心
を
持
っ
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
事

実
認
定
の
重
要
性
（
事
実
が
あ
っ
た

か
な
か
っ
た
の
か
は
、
推
定
で
は
ダ

メ
）
、
根
拠
条
文
の
明
確
性
、
法
律
解

釈
の
厳
密
性
を
考
え
て
も
ら
う
素
材

と
し
て
、
次
の
資
料
を
検
索
す
る
こ

と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

①
重
要
判
決
情
報

②
税
務
訴
訟
資
料

③
判
決
速
報

こ
の
③
に
つ
い
て
は
、
東
京
国
税
局

課
税
第
一
部
国
税
訟
務
官
室
が
、
指

定
代
理
人
と
な
っ
た
訴
訟
に
関
す
る

判
決
に
つ
い
て
内
容
を
簡
記
し
た
も

の
で
、
発
行
の
つ
ど
電
子
掲
示
板
に

掲
載
し
、
共
通
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に

は
、
平
成
１４
年
４
月
以
降
に
発
行
し

た
も
の
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
③
に
気
づ
い
た
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

会
員
か
ら
の
ご
希
望
に
よ
り
、
東
京

国
税
局
に
開
示
請
求
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
判
例
時
報
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
な

ど
の
判
例
雑
誌
や
税
理
な
ど
の
税
務

雑
誌
、
裁
判
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
の
ど
こ
に
も
ま
だ
紹
介
さ
れ
て
い

な
い
新
し
い
判
決
が
、
速
報
と
い
う

形
で
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
中
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
判
り
ま

し
た
。

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
会
員
の
方
は
「
確
か

に
税
務
判
決
は
重
要
だ
が
、
あ
の
長

い
判
決
を
最
後
ま
で
読
む
の
は
と
て

も
大
変
な
こ
と
な
の
で
す
。
是
非
、

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
た
判
決

速
報
と
い
う
も
の
を
読
ん
で
み
た

い
。
」
と
い
う
考
え
で
し
た
。

「
判
決
速
報
は
、事
件
の
概
要
と
、

判
決
文
の
判
断
部
分
に
つ
い
て
紹
介

す
る
も
の
で
、
判
決
要
旨
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
判
決
文
を
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ

と
読
み
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

判
決
文
の
言
い
回
し
に
馴
染
め
な

い
方
は
、
ま
ず
、「
判
決
の
ポ
イ
ン

ト
」
、「
判
示
事
項
」
、

そ
し
て
最
後

に
記
載
し
て
い
る
「
コ
メ
ン
ト
」
を

お
読
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、「
判
示

事
項
」
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
知

り
た
い
場
合
は
、「
判
示
事
項
」
の
番

号
に
対
応
し
た
判
決
要
旨
を
お
読
み

く
だ
さ
い
。
」
と
い
う
、
国
税
局
の

説
明
は
、
ま
さ
に
私
た
ち
税
理
士
に

と
っ
て
も
、
ピ
ッ
タ
リ
の
資
料
で
あ

る
と
い
う
こ
と
も
、
判
り
ま
し
た
。

�

判
決
速
報
を
入
手

し
て
か
ら
判
決
書
を

手
に
入
れ
る
ま
で

判
決
速
報
に
つ
い
て
は
、
最
新
の

も
の
か
ら
、
過
去
に
遡
っ
て
開
示
請

求
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
通
常
の
開
示
期
間
が
３０

日
（
情
報
公
開
法
１０
条
１
項
）
で
あ

る
と
こ
ろ
、
東
京
国
税
局
か
ら
は
、

同
法
１０
条
２
項
を
適
用
し
て
６０
日
と

い
う
開
示
期
間
を
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
６０
日
経
っ
て
漸
く
判
決
速
報
を

入
手
し
、
判
決
速
報
か
ら
原
判
決
を

特
定
し
て
判
決
書
の
全
文
を
開
示
請

求
す
る
と
、
さ
ら
に
６０
日
の
開
示
期

間
が
提
示
さ
れ
る
と
い
う
の
が
現
状

で
す
。

�

最
新
判
決
の
紹
介

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
収
録

さ
れ
た
判
決
そ
の
も
の
を
、「
判
決
速

報
」
と
併
せ
て
読
む
こ
と
が
で
き
た

ら
、
ど
の
よ
う
に
、
実
務
に
生
か
せ

る
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、
こ
の
よ
う

な
条
件
が
整
っ
て
い
る
の
は
、
下
記

の
１１
件
の
判
決
と
そ
の
判
決
速
報
で

す
。

①
財
産
の
帰
属
／
被
相
続
人
の
妻
名

義
の
預
金
等

（
平
２０
―
１０
―
１７
東

京

地

裁
・
Ｚ

２
５
８
―
１
１
０
５
３
・
棄
却
・
控

訴
）

②
財
産
の
帰
属
／
被
相
続
人
の
妻
名

義
の
預
金
等
（
平
２１
―
０４
―
１６
東
京

高
裁
・
Ｚ
８
８
８
―
１
４
９
５
・
棄

却
・
確
定
）（
①
の
控
訴
審
）

③
書
面
に
よ
ら
な
い
贈
与
／
無
記
名

式
割
引
金
融
債
（
平
２１
―
０４
―
２４
東

京
地
裁
Ｚ
８
８
８
―
１
４
９
５
・
棄

却
）

④
土
地
の
評
価
／
市
街
地
農
地
・
山

林
（
平
２２
―
０７
―
３０
東
京
地
裁
・
Ｚ

８
８
８
―
１
６
１
０
・
棄
却
・
控
訴
）

⑤
任
意
組
合
か
ら
生
ず
る
所
得
の
計

算
方
法
／
純
額
方
式
か
総
額
方
式
か

（
平
２３
―
０２
―
０４
東

京

地

裁
・
Ｚ

８
８
８
―
１
５
９
２
・
全
部
取
消
し

・
控
訴
）

⑥
所
得
区
分
／
中
途
解
約
に
伴
い
返

還
不
要
と
な
っ
た
補
償
金
／
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
平
２３
―
０３
―
２３

東
京
地
裁
・
Ｚ
８
８
８
―
１
６
２
２

・
棄
却
・
控
訴
）

⑦
所
得
区
分
／
組
合
契
約
に
基
づ
き

取
得
し
た
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ

る
経
済
的
利
益
は
雑
所
得
（
平
２３
―

０５
―
１１
東

京

地

裁
・
Ｚ
８
８
８
―

１
６
０
１
・
棄
却
）

⑧
譲
渡
資
産
の
取
得
費
／
遺
産
分
割

に
係
る
弁
護
士
費
用
（
平
２３
―
０４
―

１４
東
京
高
裁
・
Ｚ
８
８
８
―
１
５
８

１
・
棄
却
・
上
告
）

⑨
所
得
の
帰
属
と
そ
の
区
分
／
フ
ラ

ン
ス
所
在
の
不
動
産
等
の
譲
渡
（
平

２３
―
０５
―
３１
・
Ｚ
８
８
８
―
１
６
１

７
・
棄
却
・
控
訴
）

⑩
所
得
区
分
／
信
託
契
約
を
介
し
た

Ｌ
Ｐ
Ｓ
の
海
外
不
動
産
投
資
事
業

（
平
２３
―
０７
―
１９
東

京

地

裁
・
Ｚ

８
８
８
―
１
６
１
６
・
一
部
取
消
し

・
控
訴
）

⑪
不
利
益
遡
及
適
用
の
合
憲
性
／
譲

渡
損
失
の
損
益
通
算
を
不
可
と
す
る

税
制
改
正
（
平
２３
―
０９
―
２２
最
高
裁

・
Ｚ
８
８
８
―
１
６
１
４
・
棄
却
・

確
定
）お

わ
り
に

税
務
判
決
・
裁
決
の
重
要
性
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
言
わ
れ
る
ま
で
も

な
い
の
で
す
が
、
日
常
の
業
務
の
中

で
は
、
あ
の
長
い
判
決
文
を
読
み
通

す
と
い
う
こ
と
は
、
並
大
抵
の
努
力

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
調
査
担
当
者
も
、
税
理

士
も
同
じ
こ
と
、
判
決
を
読
む
視
点

は
異
な
る
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
資
料
は
、
税
理
士
の
実
務
に

役
立
つ
貴
重
な
情
報
と
考
え
ら
れ
ま

す
。し

か
し
、
情
報
公
開
法
に
基
づ
く

開
示
期
間
が
通
常
の
３０
日
を
遥
か
に

超
え
て
６０
日
も
か
か
っ
た
り
、
漸
く

開
示
さ
れ
た
行
政
文
書
の
マ
ス
キ
ン

グ
が
過
剰
で
あ
っ
て
、
意
味
の
通
じ

な
い
行
政
文
書
と
な
っ
て
い
る
現
状

は
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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